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研 究 課 題  GIS を使用したインターモーダル近接性の空間分析 
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研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

本研究の目的は、インターモーダルネットワークデータセットを使用して、複数の交通手

段を利用した駅への近接性を GIS で分析し、その地域差を明らかにするとともに、大都市交

通センサス（国土交通省）のデータとの関係を明らかにすることである。複数の交通手段での

移動を考えて作成したネットワークデータセットを使用して、都市における居住地から複数

の交通手段を使用した目的地への近接性を時間距離で測定する。さらに、測定した時間距離

と、大都市交通センサスの通勤・通学者数のデータとの関係について分析する。 
また、世田谷区において、従来の国勢調査 4 分の 1（500m）メッシュと、2015 年から新た

に作成された 8 分の 1（250m）メッシュのそれぞれの中心点から救急病院と避難所への近接

性を測定し、8 分の 1 メッシュの有効性について検討した。 

研 究 
 
 
の 
 
 

結 果 

大都市交通センサスの通勤・通学者のデータから新橋駅への通勤・通学者が多い駅に対し

て、朝の通勤時の新橋駅への時間距離を測定した。その結果、東海道線の時間距離が短く、新

橋駅への近接性がほかの路線に比べて非常に良いことが明らかになった。また、新宿駅から

京王線の駅、さらにそれらの駅からバス停までの時間距離による近接性を測定した結果、新

宿駅からの路線距離が短くても、時間距離が長いバス停があることが示された。 
 世田谷区の救急病院と避難所への近接性の測定では、救急病院では 4 分の 1 メッシュと 8
分の 1 メッシュでは測定結果に差異があまり見られないが、避難所では差異があることが明

らかになった。 

研 究 
 
の 
 

考 察 
・ 

反 省 

複数の交通手段の乗車時間や、乗り換え時間、待ち時間を考慮した近接性の測定では、今ま

での実距離による近接性の測定では得ることができない地域差、特に、居住地と目的地が近

くても時間距離が長い地域が明らかになり、より現実に近い移動による近接性の測定が可能

であることが示された。さらに、4 分の 1 メッシュは、立地数が多い施設への近接性を測定す

る場合に、非常に有効であることがわかった。 
研究の反省としては，大都市交通センサスの通勤・通学者数のデータとの関係についての

分析が終わらなかった点があげられる。 
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